
【触れるだけでドアノブ解錠】
カード状の送信機をポケットなどに入れておくだけで
送信機が発する電気信号が体の表面を経由して、
ドアに事前に組み込んだ受信機に到達、瞬間的に
個人を認証し、解錠されるシステムをＮＴＴが開発。
首にＩＤカードなどを下げる必要もなく、日常の自然
の動作で個人認証が出来るのが凄いですね！
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沼津経営塾開催日

9月11日（木） 市民文化センター第四会議室 PM7:00より

馬の耳
どんな良い話を聞いても、何も行動しなかった私が「馬」ではな

く「人間」である証明をする為、勉強会等で学んだことをまとめ、
この「馬の耳」を作ることにしました。お世話になっている皆様の
ために、少しでもお役に立てればと思います。

【応援される人】
何ヶ月か前の沼津経営塾で（汗）どんな人が応援

され、またどんな人が応援されないのかを書
き出す課題が出されました。

皆さんはどんな人が応援され、どんな人が応援さ
れない人だと思いますか？

書き出してみると、応援されないだろうと思う人
はスラスラと出てくるのに、応援される人の
ことは意外と出てきません！ 何でだろうと
考えたとき、応援されない人のことは自分に
当てはめればいくらでも出てくるからだとが
わかりました。(汗)

では、応援される人とは？ う～ん…応援されない
人(自分)には、応援のされ方がわからないの
です。

応援（他力）をもらわずに良い人生を築いていく
ことはなかなか難しいものです！

杉井先生が次の３つの条件を挙げて下さいました。
① 夢に向って一生懸命に努力している人
② 人からの応援を認めている人
③ 人の幸せを応援している人
しかし、私はもう一つ知っています。
④ 悪魔の声を聞かない人です。

嫌な事だろうが、苦手なことだろうが、夢に向っ
て一生懸命に努力する人や、自分を応援し、
支えてくれている人達の存在をしっかりと認
めている人。自分の損得でなく、人の幸せの
ために行動している人は、やっぱり応援され
ますよね！ ④は置いておきましょう！(笑）

夢に向かって挑戦するにも、応援をもらい、追い
風に乗って進んでいくのと、向かい風の中、
苦しい思いをしてもなかなか進まないのだっ
たら、間違いなく追い風の方が楽しいでしょ
うし、力も湧いてくることでしょう。特に利
害関係がない人からの応援は、凄く大きな力
になると思います。

自力だけで、どんなに頑張っても、１＋１は２に
しかなりませんが、応援(他力）を集められれ
ば、２どころか１０にも１００にもなります
ね！

誰しもそれはわかっているのでしょうけど、応援
をもらうために努力をしている人が、どれく
らいいるでしょう？ ほとんどいないのが現
実という気がします。自力のだけで頑張るの
ではなく、人から応援をもらえる生き方、経
営の仕方をしていこうと思います。私の場合
は、まず④からですね！(笑）

【止まった馬の耳】
いや～、お久し振りです。ずいぶん長いこと、止

まってしまいました。（汗）今までも何度か止まっ
てしまいそうな時がありました。その時、頭の上に
天使が出てきて「なんだかんだ言っても、あなたは
今まで続けてきたじゃない！ここで止まったらもっ
たいないですよ！頑張って！」と囁いてくれたので
す。（なぜか天使って綺麗な女性なんですよね！）
その言葉に励まされ、何とか止まらずに来ました。

しかし、今回はなぜか悪魔が出てきました。 (私
の所に出てくる悪魔は、小太りの男なんです。)
そして、「一回くらいサボってもいいんじゃない！
今までだって１日発行なのに、守れたことがないん
だから！」と囁いたのです。私、その声を聞い
ちゃって、そちらになびいてしまいました。

そして、一回悪魔の言う事を聞いちゃうと、悪魔
はどんどん図々しくなってきて、「一回も二回も一
緒だって！誰も待ってないし、平気、平気！」「今
まで、何をやっても続いたものなんかないんだから、
『馬の耳』だって無理だって！今まで続いたことが
奇跡なんだから。お前にしたら充分に良くやった
よ！」等と言ってくるのです。なんか悪魔の言葉っ
て説得力があるんですよね。天使も悪魔の後ろで頑
張ってくれたのですがねぇ～
う～ん、悪魔がにくい！（東京ドンバーズか！？）

しかし、何といっても、本当に恥ずかしい限りです。
そんな中、大勢の方々が心配して下さって、電話や
葉書で「なかなか『馬』が来ませんが、どこかに遊
びに行っちゃったのでしょうか？」とか「あまり言
うとプレッシャーになるでしょうけど、次号の『発
走』を楽しみに待っています」など、私に気を使っ
たメッセージをたくさん頂きました。杉井先生から
も、「小野さん、『馬の耳』を待っている人がいる
よ！」と何回も声をかけてもらいました。
そんなメッセージを頂くたびに、うれしいというよ
り、申し訳ない気持ちでいっぱいになりました。
こんなに楽しみにして下さったり、応援して下さる
方がいるとは…。本当にありがたいです。

ご心配してくださった皆さん！本当に申し訳あり
ませんでした。【止まった馬の耳Ⅱ】とか、【Ⅲ】
が連載されないように頑張りますので、よろしくお
願いします。
とにかく悪魔を何とかしなくては…(汗)
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